
称

名

道－１

L形側溝

a 種

50
H

1
2
0

a

h

b

(こう配6/100)

 d

 g
 e

 f

 b  i

 h

 a
  L

D6-12本 D6-5本

寸 法 （mm）

500

Lb-15

呼び名

項目

a

532

参考質量
(kg)

±2 ±6 －許 容 差

Lb-20

Lb-25

b d e f g h i L

621

672

500

500

150

180

180

665

700

705

120

120

120

150

200

250

270

320

370

150

150

150

15

20

25

2000

2000

2000

±3 ±3±2 －±2－－

b 種

JIS A 5372

JIS A 5372

JIS A 5372

c 種

(こう配6/100)

 dc

 
g

 e
 f

 b  i

 h

 a
  L

 j
D6-12本 D6-5本

寸 法 （mm）

500

Ld-15

呼び名

項目

a

588

参考質量
(kg)

±2 ±6 －許 容 差

Ld-20

Ld-25

b c d e f g h i L

645

704

500

500

180

180

180

27

32

37

695

700

705

120

120

120

150

200

250

270

320

370

150

150

150

15

20

25

2000

2000

2000

j

722

732

742

±3 ±3 ±2－±2－－－－

d 種

特記事項

・吊り下げ孔を用いる等、施工に配慮することが出来る。

・鉄筋はSD295とする。

・a種、c種はσｃｋ=24N/mm 以上、ｂ種はσｃｋ=27N/mm 以上、d種はσｃｋ=30N/mm 以上。2

5
0

H
1
20

a

h

b

2
00

2
00

50
1
20 2
00

余裕幅

50

工種記号

標準設計番号 道－Ⅰ－1

La～Ld

寸 法 （mm）

180

呼び名

項目

a

155

参考質量
(kg)

±2 ±5 －許 容 差

Lc-20(Fa-15)

Lc-25(Fa-20)

b h L

234

288

150

180

190

230

240

200

250

300

2000

2000

2000

±3

JIS A 5371

JIS A 5371

製品延長：L

寸 法 （mm）

180

La-15

呼び名

項目

a

146

参考質量
(kg)

±2 ±5 －許 容 差

La-20(Fb-15)

La-25(Fb-20)

b h L

220

268

150

180

170

205

210

200

250

300

2000

2000

2000

±3

JIS A 5371

JIS A 5371

製品延長：L

0.122

La-15

呼び名

項目

0.077

La-20

La-25

0.080

0.081

0.118

0.123

0.320

0.320

0.320

 50 100a 種

Lb-15 0.072

Lb-20

Lb-25

0.075

0.076

 50 100b 種

0.125

Lc-15 0.079

Lc-20

Lc-25

0.083

0.084

0.121

0.127

0.320

0.320

0.320

 50 100c 種

Ld-15 0.077

Ld-20

Ld-25

0.078

0.079

 50 100d 種

リート

コンク

(m )3
面積

型枠

(m )2
ｔ

基礎材厚

(mm)

余裕幅

基礎材

(mm)

基礎材

(m )3

延長1m当り

t

・La-15,La-20,La-25,Lb-15,Lb-20,Lb-25,Lc-15,Lc-20,Lc-25 は JIS 仕様を準用している。

JIS A 5371Lc-15(Fa-10)

2

JIS A 5371

参考図表

2

・歩道部に防草効果をもとめる際には、切り込みを設けることが出来る。



特記事項

Fb-20

Fb-15

Fb-30

Fb-25

項目

・運搬及び施工性を確保するため、つり下げ孔などを設けることが出来る。

・Fa-10，Fa-15，Fa-20，Fb-15，Fb-20 は JIS 仕様を準用している。

余裕幅
項目

t

Fa-25(Ⅱ) 0.037

50 b

ｔ

余裕幅

100 50 0.029Fa-20

Fa-30

Fa-20(Ⅱ)
 50

Fa-25

Fc-20.031

0.037
100

Fc-5

0.030

Fa-10

Fa-15

呼び名 (mm)

0.024

0.028

3(mm) (m ) 呼び名

参考図表

基礎材厚基礎材

延長1m当り
基礎材

・σｃｋ＝24N/mm  以上。

・Fc-2 は横断歩道部用、Fc-5 は乗入れ部用である。

・デリネーター用、すり付け用も製作することが出来る。

2

t余裕幅

0.027

0.027

0.028

0.027
 50 100

(m )

0.026

0.026

 50 100

(mm) 3(mm)

基礎材

延長1m当り
基礎材 基礎材厚

許 容 差 ±2 ±5±3 －

寸 法 （mm）

製品延長：L

製品延長：L

製品延長：L

h

Fb-15 180 2000205 250

c　種 寸 法 （mm）

h

b

a

220210 100 1000Fc-2

許 容 差

Fc-5

±5±3±2

210 225 150 1000

呼び名

項目

h La b

b
±2 ±5±3許 容 差

Fb-25

Fb-30

Fb-20

2000350180 215

180 220 400 2000

180 210 300 2000

d

h

Fa-25(Ⅱ) 200 140320 260

b　種
a

b

寸 法 （mm）

呼び名

項目

h La b

許 容 差 ±2 ±3 －

e ea

c

a 種 Ⅱ 型

項目

Fa-20(Ⅱ)

呼び名

200 320 140210

a b dc

220

 49

－
 74

(kg)
参考質量

－

317

367

JIS A 5371268

400 2000 464 20

(kg)

JIS A 5371

参考質量

－

製品延長：L

±3 ±5

参考質量
(kg)

413350 20 2000

he L

工種記号

標準設計番号

a
a b h L

h

b

Fa-20 180 2000240 300

Fa-25

Fa-30

2000350180 250

180 260 400 2000

Fa-10

Fa-15

呼び名

2000200150 190

180 230 250 2000

a 種 Ⅰ 型

称

名

項目 寸 法 （mm）

縁　　石

(kg)

JIS A 5371288

344

403

JIS A 5371155
JIS A 5371234

参考質量

Fa～Fc

道－Ⅰ－2

道－２

・歩道部に防草効果をもとめる際には、切り込みを設けることが出来る。



t

50

0.036

余裕幅

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

特記事項

50

余裕幅

b

1基当り

(m )

基礎材

0.030

0.025

250100 178350500 430 410

許容差 ±3

呼び名

項目

3
(mm) (mm)

100 50

基礎材厚基礎材

余裕幅 ｔ

- -

b1

寸　　法　(mm)

330

380

呼び名
tb

450

400

300

250

70

b

50

t1b2

360

310

100

100

(kg)t2

75

120

150

200

参考質量

b φ
20
0

30

50

b
2

b
1

φ
1
8
0

φ
1
6
0

t2t1

t

防護柵用根巻ブロック
名

称

標準設計番号

工種記号

道－４

－

道－Ⅱ－1～12

・σｃｋ＝24N/mm  以上。
2

・詳細は、「積雪地におけるプレキャストコンクリート防護柵要領（北陸土木コンク

　リート製品技術協会）」による。

参考図表



称

名

工種記号

標準設計番号 道－Ⅲ－4

PRC
コンクリート舗装版

道－６

特記事項

・曲げ強度＝5.9Ｎ/mm 以上。2

・鉄筋は SD295 とする。

・詳細は、「リバーシブル型・融雪配管埋設型プレキャストRC版舗装 設計施工マニュアル

　(プレキャストRC版舗装協会)｣による。

B B

反転用アンカー

t

側　面　図

裏面：ほうき目仕上げ

表面：洗い出し仕上げ

高さ調整用インサート

L

吊り下げ・高さ調整用インサート

グラウト孔

平　面　図

断
 
面

 
図

t

B B

反転用アンカー

t

側　面　図

裏面：ほうき目仕上げ

表面：洗い出し仕上げ

高さ調整用インサート

L

吊り下げ・高さ調整用インサート

グラウト孔

平　面　図

断
 
面

 
図

t

[非連結型]

[タイバー連結型]

結合用グラウト孔

呼び名

55001500

B L

150

t

寸　法　(mm)

(kg)

参考質量

180

3090

1500

3710

200 4120

230 4740

250 5150

280 5770

許容差 ±5 ±3 －

呼び名

50001700

B L

150

t

寸　法　(mm)

(kg)

参考質量

180

3180

1700

3820

200 4250

230 4880

250 5310

280 5950

許容差 ±5 ±3 －

配　筋　図（参考）

径

D10

呼び名

1500×5500×200 D13 12

本数径 径

D134

本数

D1024

本数 径

40

本数

鉄　　筋

1 42 3

・版厚，配筋については、適用条件（交通量・温度差等）により決定する。

5500

1
5
0
0

200

1
5
0
0

D131 D102 3 D13 4 D10

70 7060

鉄筋比　：

曲げ強度：

交通量　：

適用場所：

0.41％以上

5.9 N/mm2

Ｎ6(1,000～3,000台/日･方向)

明かり部（温度差:小）

適用条件（例）













称

名

消雪用ポンプ室
工種記号

標準設計番号 道－Ⅶ－6

SMF-P1,P2

PF,P3

h
1 h
2

ｈ
h

1

2

b

a

2

3

水抜き穴

3
0
5

150600900150

b

φ
40
0

2
0
5

1
0
0
0

a

1
5
0

1
5
0

標準タイプ

本体

ｂ

ｈ
2205

ｈ
h

1

3

b

2

1

a
3
0
0

ｈ
1

ｂ

φ
7
5
0

a

蓋

1400

寸　法   (mm)

蓋

本　体

許容差

－18001300

－
＋

－
＋53

1300 1800

a hb

－

本数

15

8

D13 100 200

3－
＋

10001200 D13

20D13

－

10D13 D13

本数h2h1

1

径 本数

2

径

3

径

鉄　筋

1920

－

39307

質 量 

(kg)

参 考

ｈ

h
1

ｈ

ｂ

ｂ

φ
6
0
0

φ
40
0

2
0
5

a

1
0
0
0

2
0
0

3
0
5

h
2

水抜き穴

205

2
0
0

b

2100200 600 200

流量計併設タイプ

本体 蓋

φ
7
5
0

a
3
0
0

ｈ
1
ｈ

2

ｂ

h h

3

2

1 1

a

5

4

2

b

1

特記事項

・詳細は、｢散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル(散水消雪施設設計施工マニュ

・σｃｋ=30N/mm 以上。

・鉄筋は、SD345とする。

2

－

径本数径径 本数径h1 h2 本数b ha

 100

1000

－－3 5許容差 － 3＋

蓋 1400

本　体 1400

－3100

＋

 200

＋

13503100 1200

－

18D13 D13

D16 8 D16

－35

D1617 D139

寸　法   (mm)
鉄　筋

1 2 3

本数径本数
(kg)

－

2170

6300

－

D139 17

参 考

質 量 4 5

道－１６

　アル編集委員会)｣による。



L

平 面 図

側　面　図

グラウト孔

L

放熱管

グラウト孔

B

放熱管

集水管

結合用グラウト孔

B

放熱管

放熱管

送水管 t

放
熱
管

断 面 図

タイプ１：送集水分離型

集水管

放熱管
送水管

タイプ２：送集水併設型

グラウト孔

結合用グラウト孔

グラウト孔

放熱管

送集水管

放熱管

L

B

t
B

放
熱
管

平 面 図 断 面 図

放熱管

送集水管

放熱管

L

側　面　図

t

※寸法の許容差は B,L＝±5mm、t＝±3mm

特記事項

・曲げ強度＝5.9N/mm 以上。2

・鉄筋は SD295 とする。

・詳細は、「リバーシブル型・融雪配管埋設型プレキャストRC版舗装 設計施工マニュアル

　(プレキャストRC版舗装協会)｣を参考にするものとする。

・版厚，配筋については、適用条件（交通量・温度差等）により決定する。

・形状寸法、配筋、放熱管配置形状は物件ごとに異なる。

配　筋　図（参考）

5000

1
5
0
0

230

D131 D132D133D134 D134

径

D13

呼び名

1500×5000×230 D13 16

本数径 径

D138

本数

D1368

本数 径

8

本数

鉄　　筋

1 42 3

鉄筋比　：

曲げ強度：

交通量　：

適用場所：

0.51％以上

5.9 N/mm2

Ｎ6(1,000～3,000台/日･方向)

明かり部（温度差:大）

適用条件（例）

バルブボックス

・必要に応じて結合用グラウト孔を設ける。

・隅部は切欠きのない製品もある。

2

称

名

工種記号

標準設計番号 道－Ⅶ－9

URC
融雪舗装版

道－１７

（歩道の場合は、σck＝30N/mm 以上。）









駒止めブロック
工種記号

標準設計番号

道－２０

称

名

70125125

500

250

300

230

1250

750500

寸法許容差

±

高さ

137

参考質量(kg)

3±

幅

±33

長さ

550

300100

基礎コンクリート

(埋込長460以上)
アンカー鉄筋

側
道
車

5
00

150
5
5
0

500 150

5
0
0 座 金

六角ナット

6
080

120

1
50

5
0
0

寸法許容差

±

高さ

1054

参考質量(kg)

3±

幅

±55

長さ

Ⅰ 型

Ⅱ 型（耐雪型）

参考図表

(m )

0.303

3 (m )

1.100

2

コンクリート 型枠面積

延長1m当り

参考図表

500

130

80

1
00
0

6
00

4
00

3
50

50

500

500

4
50
2
5
0

2
00

1800

1800

800500

800500 反射板用凹部

底版連結用
インサ－ト

450
200

6
50 6
00

1
00
0

4
00

250

3
50 現場打

50 50750
450

6
5
0 5
2
0

6
00

1
00
0

1
00

4
0
0

3
50

50
80

300現場打ちコンクリ-ト 基礎材

側
道
車



駒止めブロック
工種記号

標準設計番号

道－２０

称

名

・Ⅱ型、Ⅲ型、Ⅳ型の鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

特記事項

・σｃｋ＝30N/mm  以上。

・Ⅰ型、Ⅱ型の詳細は、「積雪地におけるプレキャストコンクリート防護柵要領（北陸土木

　コンクリート製品技術協会）」による。

800

5
00

5
0
0

500

800800

1600

100 250 150

参考図表

Ⅲ 型

寸法許容差

±

高さ

180

参考質量(kg)

3±

幅

±33

長さ

800

5
00

150 500 150

800 250

85 165

800

5
00

800

1000

Ⅳ 型

参考図表

1000

160 340 340 160

1000

6
00

130 170

300

寸法許容差

±

高さ

320

参考質量(kg)

3±

幅

±53

長さ

10001000

5
50

6
00

550

100 300 150

2000

(m )

0.250

3 (m )

1.000

2

コンクリート 型枠面積

延長1m当り

(m )

0.303

3 (m )

1.100

2

コンクリート 型枠面積

延長1m当り

701
12

3
59

123145

127

1
12

140

1
1
0

150

1
1
0

2
40

70

190

6
00

150

69

側
道
車

側
道
車

基礎コンクリート

基礎コンクリート

座 金

六角ナット

座 金

六角ナット

(埋込長250以上)
アンカー鉄筋

(埋込長450以上)
アンカー鉄筋

D10×3

D16×3

D10×3

D16×3

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

7
50

2





称

名

遮音壁

寸 法 （mm）

3960

土留板

呼び名

項目

a

570

参考質量
(kg)

±3 －許 容 差

b c
主　筋

257

3960 500

300

120

90

D10 10

±3 －－

特記事項

・板厚90mmの土留板は遮音板と同様の型式（ほぞ有り）としても良い。

・鉄筋はSD295とする。

・σｃｋ=24N/mm 以上。2

工種記号

標準設計番号 －

－

CL

b b

c

土留板

鉄　筋

径 本数

保護路肩部土留板

配力筋

D6 28

－－

径 本数

D10 6 D6 28

±4

寸 法 （mm）

遮音板

呼び名

項目

a

427

参考質量
(kg)

±3 －許 容 差

b c
主　筋

3960 500 90 D10 8

±3 －－

CL

遮音板

鉄　筋

径 本数

配力筋

D6 28

－－

径 本数

±4

　この場合目地材は用いない。

・詳細は「遮音壁標準設計図集（東・中・西日本高速道路㈱）」による。

道－２３

端部切欠部

主　筋 配力筋

55

2

端部切欠形状

組立筋

組立筋

D6 18

－－

径 本数

組立筋

D6 18

－－

径 本数

D6 18

ほぞ
（目地材貼付）

主　筋 配力筋

組立筋

aa

b

c

b

b

保護路肩部土留板

a

CL

b

c

主　筋 配力筋

組立筋

前面側

背面側

前面側

背面側









工種記号

標準設計番号

道－２７

称

名

特記事項

Ⅰ 型

参考図表

のり面防草パネル

1:
N

(法肩部) 保護コンクリート

アンカー筋

アンカー筋

アンカー筋

(法尻部)

基礎コンクリート

基礎材

10
00

10
00

接続金具

1
0
0

防草パネル

防草パネル

モルタル

モルタル

雑草抑止シート

モルタル

アンカー筋

雑草抑止シート

アンカー筋1000

a

3±

a

b

t2

t1

b

a

t1

a

呼び名

Ⅰ型

許容差

Ⅱ 型

Ⅰ 型

Ⅱ 型

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

・Ⅰ型はσｃｋ＝30N/mm  以上、Ⅱ型はσｃｋ＝18N/mm  以上。
2 2

375

参考質量(kg)
寸 法 (mm)

2000

b

  70

t1

  90

t2

 600

a
呼び名

Ⅱ型

参考質量

 24

寸 法 (mm)

 600

b

  30

t1 t2

  -

許容差     -

    -3± 2± 2±

5± 3±5± 3±

1:
N

1:
N

(kg)

a
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